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仕
の
心
を
大
切
に

声
を
届
け
て
46
年
。
活
動
で
地
域
貢
献
を

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
桑
の
実

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、
そ

の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し
な

が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
文
教
厚

生
委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】（令和６年４月撮影）
「声の広報」の収録の様子

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

奉
市民インタビュー37

に
、
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
た
ち
と
共

に
歩
む
お
手
伝
い
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

目
黒　
福
治
さ
ん

　
会
員
の
方

に
誘
わ
れ
、

朗
読
に
興
味

が
あ
り
入
会

し
ま
し
た
。

40
年
以
上
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

古
澤　
寿
実
さ
ん

　
も
と
も
と

朗
読
の
経
験

が
あ
り
、
羽

村
に
引
っ
越

し
て
き
た
時

に
音
訳
の
講
習
会
に
参
加
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。

設
立
の
き
っ
か
け
は

石
川　
千
寿
さ
ん（
代
表
）　

昭
和
54
年
、

公
民
館
で
開

催
さ
れ
た

「
声
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」の
受
講
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
桑
の
実
の
花
言
葉

と
言
わ
れ
て
い
る「
奉
仕
の
心
」を
大
切

石
川　
設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る

義
母
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
考

え
た
こ
と
の
な
い「
読
み
」の
基
本
を
学

べ
る
機
会
と
思
い
、
入
会
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
内
容
は

石
川　
活
動
の
中
心
は「
声
の
広
報
」の

収
録
で
す
。
市
が
発
行
す
る「
広
報
は

む
ら
」か
ら
抜
粋
し
た
内
容
を
Ｃ
Ｄ
版

に
収
録
し
て
お
り
、
昭
和
55
年
１
月
か

ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

古
澤　
羽
村
市
図
書
館
の
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に「
対
面
朗

読
」が
あ
り
、
こ
の
事
業
に
も
協
力
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
視
覚
に
障
害
が

あ
る
方
な
ど
が
読
み
た
い
資
料
を
朗
読

し
、
知
り
た
い
情
報
を
得
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
す
る
も
の
で
す
。

石
川　
ほ
か
に
も
、
朗
読
の
勉
強
を
行

い
、
年
に
１
回
ミ
ニ
朗
読
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
感
染
症
の
影
響
で
休
止
中

で
し
た
が
、
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の
訪

問
な
ど
も
再
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
市
の「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
」、
社
会

福
祉
協
議
会
の「
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ

り
」や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
イ
マ

ス
ク
体
験
の
協
力
も
し
て
い
ま
す
。

　「
音お

ん
訳や

く
」は
視
覚
に
障
害
の
あ
る

方
や
高
齢
者
の
た
め
に
文
字
な
ど

を
音
声
化
す
る
こ
と
で
す
。

　
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
桑
の
実

は
、
こ
の
音
訳（
朗
読
）ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、「
声
の
広
報
」の
収

録
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
へ

の
朗
読
訪
問
、
図
書
館
で
の
対
面

朗
読
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲�朗読CD「声の広報」は図書
館で借りることができます

▲アイマスク体験
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「
声
の
広
報
」の
収
録
に
つ
い
て

石
川　
広
報
は
む
ら
の
発
行
日
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
月
に
２
回
収
録
し
て
い

ま
す
。
１
日
号
は
３
～
４
人
で
分
担
し
、

15
日
号
は
１
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
60

～
70
分
の
内
容
を
２
時
間
く
ら
い
か
け

て
収
録
し
ま
す
。

や
り
が
い
や

�

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

古
澤　
取
扱
説
明
書
な
ど
私
達
の
身
近

に
あ
る
も
の
も
読
む
こ
と
が
難
し
い
方

も
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
こ
と
で
す
ね
。

石
川　
目
が
不
自
由
な
方
か
ら「
声
の

広
報
の
お
陰
で
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
助
か
り
ま
す
」と
言
っ
て
い
た
だ

い
た
時
は
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。「
こ

の
人
の
声
は
ほ
っ
と
で
き
る
」と
の
お

声
も
あ
り
、
伝
え

た
い
と
い
う
思
い

が
届
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

目
黒　
朗
読
会
は

自
身
に
と
っ
て
最

大
の
行
事
で
す
ね
。

楽
し
み
な
が
ら
、

練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

音
訳
の
難
し
さ
や

�

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は

石
川　

音
訳
は
文
字
だ
け
で
は
な
く
、

表
や
写
真
の
説
明
も
行
い
ま
す
。
聴
い

て
い
る
方
に
意
味
が
分
か
る
よ
う
に
読

む
こ
と
は
、
経
験
や
工
夫
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

目
黒　
活
動
を
始
め
た
時
、
イ
ン
ト
ネ

ー
シ
ョ
ン
や
ア
ク
セ
ン
ト
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
難
し
い
で
す
が
、
人
に
伝

え
る
こ
と
の
面
白
さ
を
感
じ
、
続
け
て

こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

古
澤　
年
齢
と
と
も
に
口
中
音（
リ
ッ

プ
ノ
イ
ズ
）が
増
え
て
し
ま
う
の
で
、

マ
イ
ク
に
音
が
入
ら
な
い
よ
う
、
口
周

り
の
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

石
川　

新
聞
の
コ
ラ
ム
や
絵
本
な
ど
、

１
日
１
回
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
を
習

慣
づ
け
て
い
る
会
員
も
い
ま
す
ね
。

今
後
の
展
望
や
取
組
み
を

古
澤　
対
面
朗
読
も
含
め
、
活
動
が
知

ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
講
習
会
を
開
催
し
、
活
動
の
周

知
や
メ
ン
バ
ー
募
集
を
し
、
活
動
の
幅

を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ぜ
ひ
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
私
個
人
と
し
て
は
、

声
の
広
報
が
令
和
６
年
８
月
１
日
号
で

８
８
８
号
に
な
り
ま
す
。
１
０
０
０
号

ま
で
関
わ
っ
て
い
た
い
で
す
。

石
川　
現
在
、
男
性
１
人
、
女
性
６
人

の
計
７
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員

数
を
増
や
し
、
よ
り
継
続
性
・
多
様
性

の
あ
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

目
黒　
私
は
地
域
社
会
へ
貢
献
し
な
が

ら
、
朗
読
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

石
川　

本
を
読
む
こ
と
が
苦
手
な
方
、

歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
字
が
見
え
に
く
く

な
り
本
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
方
も
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
対
応

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
読
み
た

い
も
の
を
私
達
の
声
で
伝
え
、
読
書
や

情
報
を
得
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

インタビューを終えて

　奉仕の心を大切に活動されている会員
の方々にお会いし、朗読技術の高さと活
動への強い思いをひしひしと感じました。
市で最も歴史ある団体のひとつである「桑
の実」さんの会員の増加、及びご活躍を楽
しみにしています。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、
ありがとうございました。

声のボランティア桑の実
�会員　７人
�会費　年1,000円
�主な活動
　�毎月第１、第４木曜日に定例会を実施。
月に２回声の広報の収録。
�場所
　�プリモライブラリーはむら、
　プリモホールゆとろぎ、
　羽村市福祉センターなど
�連絡先	555-7519(代表)

▲�収録は、原稿を読む人(右)、収録機器を
操作する人(中央）、原稿をチェックする
人(左)、の３人体制で行います

▲�５年おきに周年記念朗読会を開催しています
(写真は40周年記念朗読会)

▲桑の実の皆さん
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審議した主な議案

議
案 

審 

議

■�

国
民
健
康
保
険
税
の
限
度
額
を
見

直
し
、
軽
減
措
置
を
拡
充

【
主
な
内
容
】　
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
今
回
の
改
正
で
、
所
得
の
多
い
方

へ
の
増
税
と
少
な
い
方
へ
の
減
税
を
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
増
税
分
と
減
税

分
を
合
わ
せ
る
と
、
税
収
と
し
て
は
プ

ラ
ス
に
な
る
の
か
。

　
　
限
度
額
の
見
直
し
で
１
７
５
万
５

０
０
０
円
増
額
し
、
軽
減
措
置
の
拡
充

で
約
65
万
４
０
０
０
円
減
額
す
る
。
合

計
す
る
と
、
１
１
０
万
１
０
０
０
円
の

増
額
と
な
る
。

■�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
の
一
体
化
に
対
応

【
主
な
内
容
】　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

９
５
万
９
０
０
０
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
予
算
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
58

億
１
２
６
５
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
の
続
く
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
制
度
設
計
に
は
誤
り
や
不

安
定
性
が
あ
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
一

体
化
に
向
け
た
本
議
案
に
反
対
。

�

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
　
　
利
便
性
向
上
と
安
全
な
制
度
運

用
が
期
待
さ
れ
る
。
国
の
制
度
変
更
に

伴
う
補
正
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
る
と
考

え
、
賛
成
。　
　
　
　
　
　
（
新
政
会
）

　
　
　
個
人
情
報
漏
洩
へ
の
危
惧
が
あ

る
。
任
意
取
得
で
あ
る
は
ず
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
実
質
義
務
化
す
る
も

の
で
あ
り
、
反
対
。�

（
世
論
）

■�

第
２
回
定
例
会
（
６
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
５
件
、
補
正
予
算
案
２
件
、
専
決
処
分
の

報
告
３
件
、
そ
の
他
の
議
案
３
件
、
あ
わ
せ
て
13
件
を
可
決
・

承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
５
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
審
査
し
た
陳
情
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q 専決処分とは

A

市
長
提
出
議
案

A

討
論

反
対

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

[

羽
村
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例]

質
疑

Q

令
和
６
年
度
羽
村
市
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

賛
成

反
対

特に緊急を要し、議会
を招集する時間的余裕
がない時などに、本来、

議会で議決すべき事柄を、市長
が決定 ( 処分 ) することができ
ることを専決処分といいます。
　専決処分を行った場合、市長
は、次の議会で報告し、承認を
求めなければなりません。
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■�

小
学
校
の
教
科
書（
教
師
用
指
導

書
）購
入
を
追
認

【
主
な
内
容
】　
予
定
価
格
２
０
０
０
万

円
以
上
の
動
産
の
買
入
れ
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
決
を
経
て
行
う
べ
き
と
こ
ろ
、

議
会
の
議
決
を
経
ず
に
買
入
れ
を
行
っ

て
い
た
た
め
、
買
入
れ
の
追
認
を
求
め

る
も
の
で
す
。

買
入
れ
の
目
的 

市
内
小
学
校
に
お
け

る
学
習
指
導
用
に
供
す
る
た
め

種
類
及
び
数
量
教
師
用
指
導
書

１
０
２
９
冊
、
教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
56
ラ
イ
セ
ン
ス

買
入
れ
金
額 

２
８
８
３
万
４
８
５
０
円

契
約
の
相
手
方 

株
式
会
社
清
光
堂

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
再
発
防
止
策
は
。

　
　
全
庁
に
通
知
を
し
、
条
例
の
再
周

知
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
予
算
編
成
時

等
に
定
例
的
に
周
知
を
行
っ
て
い
く
予

定
。
ま
た
、
契
約
時
に
作
成
す
る
契
約

依
頼
書
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る

案
件
か
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
作

成
し
た
。

　
　
市
が
方
針
を
策
定
し
、
内
部
統
制

に
取
り
組
も
う
と
し
た
矢
先
だ
が
、
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
改
め
て
全
庁
に
内
部
統
制
制
度
の

仕
組
み
を
周
知
し
た
。
監
査
に
も
報
告

し
、
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
再
発
防
止
策
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
同
様
の
案
件
が
な
い
と
判
断
し
、

賛
成
。

（
羽
村
市
議
会
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
）

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規

定
）の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

（
要
旨
）有
罪
判
決
を
受
け
て
し
ま
っ
た

冤
罪
被
害
者
を
迅
速
に
救
済
す
る
た
め
、

「
刑
事
訴
訟
法
再
審
規
定（
再
審
法
）」の

改
正
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

※�

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継　
（
6
月
17
日
・
28
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

A Q

質
疑

A Q

討
論

賛
成

教
師
用
指
導
書
の
買
入
れ
の

�

追
認
に
つ
い
て

（
要
旨
）我
が
国
の
更
な
る
高
齢
化
の
進

展
を
踏
ま
え
、
認
知
症
の
予
防
と
共
に
、

高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
画
を
実
現

す
る
た
め
、
聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極

的
な
活
用
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
強

く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣（
共
生
社
会
担
当
）、

総
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

（
要
旨
）障
害
者
相
談
支
援
事
業
等
が

消
費
税
法
上
非
課
税
の
対
象
事
業
と
な

る
よ
う
、
社
会
福
祉
法
等
に
お
け
る
位

置
付
け
を
見
直
す
こ
と
。
又
、
社
会
福

祉
事
業
の
考
え
方
や
解
釈
に
つ
い
て
、

日
頃
か
ら
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
団

体
と
協
議
を
行
い
、
実
態
に
即
し
た
も

の
と
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
こ
ど
も
政
策 
少
子
化
対
策 

若
者
活

躍 

男
女
共
同
参
画
）、
厚
生
労
働
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

（
要
旨
）国
家
公
務
員
の
地
域
手
当
の

支
給
割
合
は
、
地
方
公
務
員
の
給
与
に

反
映
さ
れ
る
ほ
か
、
介
護
報
酬
や
保
育

所
運
営
に
か
か
る
地
域
区
分
に
も
利
用

さ
れ
て
お
り
、
市
政
各
般
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
級
地
区
分（
地
域
手

当
）に
よ
る
地
域
格
差
の
是
正
を
強
く

求
め
る
。

【
提
出
先
】　
総
務
大
臣
、
人
事
院
総
裁

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

（
要
旨
）国
民
の
幅
広
い
層
か
ら
の
政

治
参
加
や
地
方
議
会
に
お
け
る
多
様
な

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
厚
生
年
金
へ

の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
の
た
め
の
法

整
備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
求

め
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

障
害
者
相
談
支
援
事
業
等
の
社
会

福
祉
法
及
び
税
務
上
の
取
扱
い
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極
的
な

活
用
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

級
地
区
分（
地
域
手
当
）に
よ
る
地

域
格
差
の
是
正
に
関
す
る
意
見
書

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
を
求
め
る
意
見
書
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■市長提出議案の議決結果
＜第２回定例会(６月)で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果
専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条
例・令和６年３月３１日専決〕
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
条例の一部を改正する必要が生じ、専決処分し
たため、議会の承認を求める。

原案承認
専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市都市計画税条例の一部を改正する条
例・令和６年３月３１日専決〕
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
条例の一部を改正する必要が生じ、専決処分し
たため、議会の承認を求める。
専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例・令和６年３月３１日専決〕　→P4
羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
条例の一部を改正する。
社会福祉法人に対する助成金の交付に関する
条例の一部を改正する条例
助成金の対象となった事業の計画変更等に関す
る規定において、文言を適切な表現に改めるた
め、条例の一部を改正する。

　
　

件名・概要 議決結果
羽村市消防団条例の一部を改正する条例
消防団員の退職に関する規定において、文言を適
切な表現に改めるため、条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
の一部を改正する内閣府令により、市条例が従
うべき規定が改正されたことから、条例の一部
を改正する。
令和６年度羽村市一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ5億1332万5千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ249億2332
万5千円とする。
損害賠償額の決定について
消防団員の年額報酬に係る源泉所得税額の計算
に誤りがあり、本来徴収すべき額より過少に源
泉徴収していた所得税について、不足額を追加
で納付する必要が生じたため、損害賠償として
延滞税を支払う必要があり、延滞税1万6700円
を国（国税庁）に支払う。
教師用指導書の買入れの追認について　
→P5
固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、
秋間雅樹氏を委員に選任したいので、議会の同
意を求める。
【任期】令和6年7月1日～令和9年6月30日

原案同意

＜第２回定例会(６月)で賛否の分かれた議案＞

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 共 ネ 都 令 世 双
(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

令和６年度羽村市国民健康保険事業会計補正予算
（第１号）　→P4 〇 〇 × × 〇 × × 〇 原案可決

■議員提出議案の審議結果　→P5
件名 議決結果

再審法(刑事訴訟法の再審規定)の改正を求める意見書

原案可決
聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書
障害者相談支援事業等の社会福祉法及び税務上の取扱いの見直しを求める意見書
級地区分(地域手当)による地域格差の是正に関する意見書
厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果新 公 共 ネ 都 世 令 双

(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)
羽村市弓道場条例第22条の違法確認を求
める陳情

文教厚生
委員会 × × × × × × × × 不採択
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市議会からお知らせ

　政務活動費とは、地方自治法並びに羽村市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員が
調査研究その他の活動を行うために必要な経費の一部として、会派に交付される経費のことです。
　令和５年度は、会派の所属議員数に月額15,000円と属する月数を掛けた金額が交付されました。
なお、各会派は政務活動費の収支報告書を翌年の４月30日までに作成し、残額がある場合は、市へ
返還することとなっています。
　令和５年４月に市議会議員選挙を行ったことから、令和５年度の収支報告書は、任期満了までの
令和５年４月分と、新たに任期を開始した５月から令和６年３月までの各会派の政務活動費を報告
します。

改選前（令和５年４月分）� （単位：円）

会派 人数 交付額（A） 対象経費総額 うち政務活動費
充当額 (B)

残額 ( 返還額 )
C(A-B)

新緑会 4 60,000 8,035 8,035 51,965 
公明党 4 60,000 380 380 59,620 
令和かがやき 3 45,000 0 0 45,000 
日本共産党 2 30,000 2,730 2,730 27,270 
新政会 2 30,000 0 0 30,000 

計 15 225,000 11,145 11,145 213,855

改選後（令和５年５月～）� （単位：円）

会派 人数 交付額（A） 対象経費総額 うち政務活動費
充当額 (B)

残額 ( 返還額 )
C(A-B)

新政会 6 990,000 960,643 960,643 29,357 
公明党 4 660,000 706,490 660,000 0
日本共産党 2 330,000 32,570 32,570 297,430 

令和かがやき
5-12 月 2

285,000 990 990 284,010 
1-3 月 1

市民ネットワーク 1 165,000 36,063 36,063 128,937 
羽村市議会都民ファーストの会 1 165,000 132,357 132,357 32,643 
世論 1 165,000 146,198 146,198 18,802 
双葉会 1 165,000 80,115 80,115 84,885 

計
5-12 月 18

2,925,000 2,095,426 2,048,936 876,064 
1-3 月 17

令和５年度　各会派政務活動費の収支報告

※�市民ネットワーク・世論・自由民主党創生は、令和５年４月分の政務活動費の申請を行わなかったため、掲載し
ていません。

■各会派の賛否■	 　議案／	 〇…賛成　　×…反対

	 　陳情／	 〇…採択　　×…不採択

■会 派 名■	 　新…新政会　公…公明党　共…日本共産党　ネ…市民ﾈｯﾄﾜｰｸ
	 　都…羽村市議会都民ﾌｧｰｽﾄの会  令…令和かがやき　世…世論　双…双葉会

凡　
例


